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世界選手権入賞に迫った！ 

トレイルオリエンテーリン

グ世界選手権 Tempo 種目で山

口尚宏が 7位。 

 
トレイルオリエンテーリング 

世界選手権大会 Tempo 種目 

2014 年 7 月 7日 イタリア 

 

 
リザルトボードのトップに立つ 

 

決勝結果 
1 M.Jullum NOR 546.5 秒 

2 L.Kontkanen FIN 576 秒 

3 P.Makinen FIN 594.5 秒 

6 T.Lestinsky FIN 741 秒 

7 山口尚宏 日本 746 秒 

決勝時間 157 秒+ミス 3×30 秒 

+ 予選 499 秒 

 

 
 

予選結果（日本選手） 
山口尚宏 19 位(通過) 499 秒 

時間 199 秒+ミス 10×30 秒 

小泉辰喜 27 位(落選) 576.5 秒 

時間 246.5 秒+ミス 11×30 秒 

茅野耕治 50 位(落選) 733 秒 

時間 283 秒+ミス 15×30 秒 

 
A.Rusanen(FIN)  1 位 231.5 秒 トップ 

K.Kerestes(SLO)  24 位 544 秒 ボーダー 

 

 

入賞まであと 5 秒 
日本では本格的 TempO はこれからと

いうところで、世界選手権で何とか力

を発揮できました。 

予選 24＋決勝 25＝49問のうち、予選

13＋決勝 3＝16 ミス(誤答)しており、

ミスが 1 個少なくても、予選のどこか

で地図を読みきっていても 5 秒早く回

答しても、入賞できました。 

 

しかし、実際現地では惜しいという

印象はありませんでした。 

午前中の予選は24位まで通過すると

ころの 19位＝何とか通過。 

午後の決勝は、成績が悪い順に 6 番

目という早いスタートでした。ゴール

時に、アナウンサーが「10 個ミス」と

言ったのを決勝のことだと聞き違え、

ぱっとしない成績と考えていました。

（←実際は予選のミス数） 

 

決勝も大体の選手がゴールした終盤

になって初めて、私の成績がそれなり

に良いことが分かり（3個ミス）、 

一時期トップに速報が張り出される

も、決勝最終スタート付近の 6 名に抜

かれ、最終的に7位となった次第です。 

「まずまず」「もう少しで入賞」とい

う気持ちが同居していました。 

 

決勝は、Web 公開の旧マップを暗記し、

地図の特徴がある部分を確認し、手元

に地図がない状況でも、歩きながら自

分がどこにいるか常に意識したのが好

成績につながったと思います。 

 
 

今後の TempO の可能性 
従来のPreOとは、全く違う種目です。

トレイルOならではの地図読みを競う、

という根幹は変わらないものの、瞬時

かつ正確な地図読みが求められ、PreO

とはまた違った魅力があります。 

 

TempO は、特に考える時間において、

選手間でまだまだ差があります。世界

選手権＋ヨーロッパ選手権から世界の

動向を見るに、考える時間が早いのは、

4 強＋αのように思います。 

Martin Jullum(NOR) 

Pinja Mäkinen(FIN) 

Antti Rusanen(FIN) 

Marit Wiksell(SWE) に、 

MartinjFredholm(SWE) 

Jari Turto(FIN) 

Lennart Wahlgren(SWE) 

Lauri Kontkanen(FIN) 

 あたりでしょうか。4 強メンバーに共

通するのは、（ミスを除く）考える時間

が早いこと。この中から、ミス時間が

少ない人が、優勝している気がします。 

 

私も予選はいまいちでしたが、決勝

は 25問合計で、考える時間 157 秒で全

体3位の、トップのMaritと17.5秒差。

トップが 2 ミスに対し、私は 3 ミス。

考える時間+ミスタイムで全体の2位で

す。（予選と合算した結果の最終順位

は、7位）  

回答時間がトップレベルで回答でき

る選手なら、ミスを減らせば、世界選

手権 6位入賞は十分可能と考えます。 

これから、日本でも TempO が行われ

るようになれば、早く回答できる選手

がまだまだ埋もれていそうな気がしま

す。みなさん、技を磨いて今後も戦い

ましょう。 

（山口尚宏） 

 

 

世界選手権 Tempo 概要 
トレイル O 世界選手権は、2013 年よ

り PreO と TempO の 2種目となった。  
PreO： 

従来型のトレイル O。制限時間 120 分程度

で、20 コントロール＋3 個程度の TC で競

技。 

TempO： 

TC（タイムコントロール）のみで競技。1箇所

で4～5個連続してTCの問題を解く。 成績 

は全て秒数で表し、＝全問題で考えた時間

の合計＋間違えたミス数×30 秒ペナルテ

ィで計算。参加枠は、各国 3 名までの個人

競技。 

 

2014 年世界選手権の Tempo 
午前中に森林部分で予選。61 名が参

加し、上位 24名が決勝進出。6箇所×4

問＝24問。午後は、バスで 15分移動し、

街中の緑あふれる公園で決勝。5箇所×

5 問＝25 問。決勝の成績は、予選と通

算し、合計 49問で順位をつける。 

天の川の向こう岸までもう少し 
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